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１．2026年２月期第１四半期の連結業績（2025年３月１日～2025年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期第１四半期 2,200 221.0 192 － 111 － 62 －
2025年２月期第１四半期 685 － △196 － △250 － △172 －

(注) 包括利益 2026年２月期第１四半期 62百万円( －％) 2025年２月期第１四半期 △172百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期第１四半期 51.82 －
2025年２月期第１四半期 △144.52 －

(注)１.2024年２月期連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、2025年２月期第１四半期の対前年四半期増

減率は記載しておりません。

２.2026年２月期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの、希薄化効果を有していないため記載しておりません。

また、2025年２月期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式

は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年２月期第１四半期 16,533 3,052 18.4
2025年２月期 13,239 2,958 22.3

(参考) 自己資本 2026年２月期第１四半期 3,046百万円 2025年２月期 2,958百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年２月期 － 0.00 － 30.00 30.00
2026年２月期 －
2026年２月期(予想) 0.00 － 30.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,500 8.6 1,080 10.8 800 8.0 510 10.4 422.27

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年２月期１Ｑ 1,233,000株 2025年２月期 1,208,000株

② 期末自己株式数 2026年２月期１Ｑ 237株 2025年２月期 237株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年２月期１Ｑ 1,211,296株 2025年２月期１Ｑ 1,196,797株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間(2025年３月１日～2025年５月31日)におけるわが国経済は、個人消費の持ち直しや企

業の設備投資の回復により緩やかな回復基調が続いているものの、資源価格の変動、金融政策の正常化に伴う金利

上昇などにより、先行き不透明な状況が続いております。

当社の属する不動産業界におきましては、日本銀行による金融政策の正常化に向けた動きを受けて不動産投資ロ

ーン金利の上昇傾向が見られるものの、都市部を中心とした収益不動産への根強い投資需要や、建築費の高止まり

を背景とした新築物件価格の上昇により、相対的に利回りの確保しやすい中古収益不動産への関心が高まっており

ます。

このような事業環境下におきまして当社は、一棟マンションを中心としつつも、一棟オフィスやプレミアムマン

ション(高級区分マンション)、区分オフィスなど多様な物件種別の取扱いを目指して積極的に仕入営業を進めまし

た。主要事業である不動産販売事業においては、当連結会計年度で販売するための収益不動産の取得が進みまし

た。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績として、売上高は2,200,853千円（前年同期比221.0％増）、営業利

益は192,522千円（前年同四半期は営業損失196,430千円）、経常利益は111,285千円（前年同四半期は経常損失

250,157千円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は62,772千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純

損失172,963千円）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

(不動産販売事業)

不動産販売事業におきましては、主に中古不動産を購入しリノベーションやリーシング(賃貸募集業務)を行い、

付加価値を高めたうえで不動産投資家への販売を手掛けてまいりました。当第１四半期連結累計期間は、ビル１棟、

区分マンション１件を売却いたしました。その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,952,349千円

（前年同期比297.7％増）、セグメント利益は203,560千円（前年同四半期はセグメント損失161,475千円）となりま

した。

(不動産賃貸事業)

不動産賃貸事業におきましては、これまでも安定的に収益を上げている事業用・居住用サブリース、貸しコンテ

ナ、コインパーキングに加え、不動産販売事業において取得した販売用不動産賃料収入等の獲得にも努めてまいり

ました。また、インバウンド需要の回復で、民泊施設で積極的な収益獲得が進んでおります。その結果、当第１四

半期連結累計期間における売上高は190,947千円（前年同期比33.6％増）、セグメント利益は34,234千円（前年同期

比640.7％増）となりました。

(不動産管理事業)

不動産管理事業におきましては、既存顧客に対する管理サービスの向上に努めるとともに、安定収入を増やすべ

く、新たに販売した不動産の管理受託にも取り組んでまいりました。その結果、当第１四半期連結累計期間におけ

る売上高は57,556千円（前年同期比11.2％増）、セグメント利益は19,799千円（前年同期比30.0％増）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は15,868,428千円となり、前連結会計年度末に比べ3,280,301千円

増加いたしました。これは主に、販売用不動産が2,626,777千円、仕掛販売用不動産が949,776千円増加したものの、

現金及び預金が245,311千円減少したことによるものであります。固定資産は664,621千円となり、前連結会計年度

末に比べ12,829千円増加いたしました。これは主に、繰延税金資産が23,004千円増加したことによるものでありま

す。

この結果、総資産は、16,533,050千円となり、前連結会計年度末に比べ3,293,131千円増加いたしました。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は5,632,574千円となり、前連結会計年度末に比べ2,594,404千円

増加いたしました。これは主に、短期借入金が1,252,500千円増加したことによるものであります。固定負債は

7,847,905千円となり、前連結会計年度末に比べ604,322千円増加いたしました。これは主に、長期借入金が612,414

千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は、13,480,480千円となり、前連結会計年度末に比べ3,198,727千円増加いたしました。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は3,052,569千円となり、前連結会計年度末に比べ94,403千円増

加いたしました。これは主に、新株予約権の行使により資本金が30,743千円、資本剰余金が30,743千円増加、親会

社株主に帰属する四半期純利益を62,772千円計上したものの配当金の支払額36,232千円が発生したことによるもの

であります。

この結果、自己資本比率は18.4％(前連結会計年度末は22.3％)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年４月10日に発表しました通期の業績予想につきましては、販売用不動産残高が高く積み上がっており、販

売が進むものと見込んでいるため、現時点において変更はありません。

また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,373,158 4,127,846

売掛金 18,688 22,524

販売用不動産 7,930,579 10,557,356

仕掛販売用不動産 － 949,776

仕掛品 43 30

貯蔵品 1,810 1,632

その他 265,913 211,349

貸倒引当金 △2,065 △2,087

流動資産合計 12,588,127 15,868,428

固定資産

有形固定資産

建物 635,500 634,857

減価償却累計額 △191,698 △198,071

建物（純額） 443,802 436,786

その他 76,759 76,839

減価償却累計額 △54,070 △54,932

その他（純額） 22,688 21,907

有形固定資産合計 466,491 458,693

無形固定資産 1,356 1,114

投資その他の資産 183,944 204,813

固定資産合計 651,792 664,621

資産合計 13,239,919 16,533,050
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 17,369 48,888

短期借入金 1,733,500 2,986,000

１年内返済予定の長期借入金 488,617 1,969,546

未払法人税等 276,302 77,000

賞与引当金 22,063 44,127

株主優待引当金 10,911 －

その他 489,405 507,011

流動負債合計 3,038,170 5,632,574

固定負債

社債 190,000 165,000

長期借入金 6,843,876 7,456,291

資産除去債務 54,845 54,983

その他 154,860 171,631

固定負債合計 7,243,582 7,847,905

負債合計 10,281,752 13,480,480

純資産の部

株主資本

資本金 385,120 415,864

資本剰余金 543,840 574,584

利益剰余金 2,029,815 2,056,439

自己株式 △610 △610

株主資本合計 2,958,166 3,046,277

新株予約権 － 6,292

純資産合計 2,958,166 3,052,569

負債純資産合計 13,239,919 16,533,050
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

売上高 685,591 2,200,853

売上原価 560,477 1,695,526

売上総利益 125,113 505,326

販売費及び一般管理費 321,543 312,804

営業利益又は営業損失（△） △196,430 192,522

営業外収益

受取利息 5 326

受取手数料 413 391

会費収入 254 1,309

その他 72 303

営業外収益合計 745 2,330

営業外費用

支払利息 27,111 47,942

社債利息 546 515

支払手数料 25,812 33,789

その他 1,002 1,320

営業外費用合計 54,472 83,567

経常利益又は経常損失（△） △250,157 111,285

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△250,157 111,285

法人税、住民税及び事業税 355 71,554

法人税等調整額 △77,550 △23,041

法人税等合計 △77,194 48,513

四半期純利益又は四半期純損失（△） △172,963 62,772

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△172,963 62,772
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △172,963 62,772

四半期包括利益 △172,963 62,772

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △172,963 62,772
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年５月７日付発行の第５回新株予約権の行使に伴う新株の発行による払込みを受け、資本金及び資

本剰余金がそれぞれ30,743千円増加しております。

この結果、当第１四半期会計期間末において、資本金が415,864千円、資本剰余金が574,584千円になっておりま

す。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2024年３月１日 至 2024年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産販売
事業

不動産賃貸
事業

不動産管理
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 490,876 142,951 51,763 685,591 － 685,591

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 490,876 142,951 51,763 685,591 － 685,591

セグメント利益又は損失
(△)

△161,475 4,621 15,233 △141,620 △54,809 △196,430

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△54,809千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門にかかる費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間(自 2025年３月１日 至 2025年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産販売
事業

不動産賃貸
事業

不動産管理
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,952,349 190,947 57,556 2,200,853 － 2,200,853

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 1,952,349 190,947 57,556 2,200,853 － 2,200,853

セグメント利益
203,560 34,234 19,799 257,595 △65,073 192,522

(注) １．セグメント利益の調整額△65,073千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門にかかる費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

減価償却費 8,491千円 8,265千円

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間(自 2024年３月１日 至 2024年５月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
合計

不動産販売事業 不動産賃貸事業 不動産管理事業

収益不動産売買 480,820 － － 480,820

その他 10,055 22,476 51,763 84,295

顧客との契約から生じる収益 490,876 22,476 51,763 565,116

その他の収益 － 120,474 － 120,474

外部顧客への売上高 490,876 142,951 51,763 685,591

(注) 「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく、賃貸収益等でありま

す。

当第１四半期連結累計期間(自 2025年３月１日 至 2025年５月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
合計

不動産販売事業 不動産賃貸事業 不動産管理事業

収益不動産売買 1,848,572 － － 1,848,572

その他 103,777 27,699 57,556 189,032

顧客との契約から生じる収益 1,952,349 27,699 57,556 2,037,605

その他の収益 － 163,248 － 163,248

外部顧客への売上高 1,952,349 190,947 57,556 2,200,853

(注) 「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく、賃貸収益等でありま

す。
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（重要な後発事象）

（譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行）

当社は、2025年６月16日開催の取締役会において、譲渡制限付株式報酬としての新株発行(以下、「本新株発

行」といいます。)を行うことについて、下記のとおり決議いたしました。

１．発行の概要

（１） 払込期日 2025年７月14日

（２） 発行する株式の種類及び数 当社普通株式 10,000株

（３） 発行価額 １株につき2,392円

（４） 発行価額の総額 23,920,000円

（５） 資本組入額 １株につき1,196円

（６） 資本組入額の総額 11,960,000円

（７） 募集又は割当方法 特定譲渡制限付株式を割当てる方法

（８） 出資の履行方法 金銭報酬債権の現物出資による

（９） 株式の割当の対象者及びその人数並びに割り
当てる株式の数

当社取締役(社外取締役を除く)４名 10,000株

２．発行の目的及び理由

当社は、2024年４月23日付の取締役会において、当社取締役(社外取締役を除く。以下「対象取締役」といい

ます。)を対象に、対象取締役に対して、当社の持続的な企業価値増大への貢献意欲を従来以上に高め、対象取締

役と株主の皆様との価値共有を進めることを目的として、譲渡制限付株式報酬制度の導入を決定し、また、2024

年５月30日開催の第35回定時株主総会において、本制度に基づき、譲渡制限付株式取得の出資財産とするための

金銭報酬(以下「譲渡制限付株式報酬」といいます。)として、対象取締役に対して、年額50百万円以内(原則とし

て、３か年の事業年度分の報酬を初年度に付与することとするため３か年の事業年度につき150百万円以内)の金

銭報酬債権を支給すること及び譲渡制限付株式の譲渡制限期間を当社の取締役会が定める期間とすることにつき、

ご承認をいただいております。また、本制度により、当社が新たに発行又は処分する普通株式の総数は、年

20,000株以内(原則として、３か年の事業年度分の報酬を初年度に付与することとするため３か年の事業年度につ

き60,000株以内)とし、その１株当たりの払込金額は、各取締役会決議の日の前営業日における東京証券取引所に

おける当社の普通株式の終値(同日に取引が成立していない場合は、それに先立つ直近取引日の終値)とすること

につき、ご承認をいただいております。

当社は、本制度の目的、当社の業況、各対象取締役の職責の範囲及び諸般の事情を勘案し、各対象取締役にお

ける更なるモチベーションの向上を目的といたしまして、金銭報酬債権合計23,920,000円(以下「本金銭報酬債

権」といいます。)、普通株式合計10,000株を付与することといたしました。また、対象取締役が当社の持続的な

企業価値増大への貢献意欲を従来以上に高め、株主の皆様との価値共有等を進めるという本制度の導入目的に鑑

みまして、今回につきましては、譲渡制限期間について、当社取締役その他当社取締役会で定める地位を退任又

は退職する日までとしております。

本新株発行においては、本制度に基づき、割当予定先である対象取締役４名が当社に対する本金銭報酬債権の

全部を現物出資財産として払込み、当社の普通株式について割当を受けることとなります。


